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平
成
２９
年
を
迎
え
て 

 
 
 

    
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
西
東
京
市
で
は
、
昨
年
３
月
に
、「
健
康
」
応
援
都
市
の
実

現
を
戦
略
の
基
軸
と
す
る
「
西
東
京
市 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と 

創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康

は
も
と
よ
り
、
社
会
や
経
済
、
居
住
や
教
育
と
い
っ
た
生
活
環
境
に
つ

き
ま
し
て
も
、
健
康
水
準
を
向
上
す
る
た
め
の
要
素
と
捉
え
、
ま
ち
全

体
の
「
健
康
」
を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、「
健
康
・
安
心
・
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
を
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、
多
世
代
の
活
力
を
活
か

し
て
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
、
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
様
に

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

 

丸
山 

浩
一 

 

当
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長 

西

東

京

市

長 

写真提供 ： 柳沢２班 小原 純雄さん 
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全
員
参
加
で
前
向
き
に 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
改
め
て
会
員
の
皆
さ
ん
全
員
の
参
加

を
意
識
し
た
事
業
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

高
年
齢
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
で
、

全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は

低
迷
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
例
外
で
は
な

く
、
そ
の
た
め
就
業
制
限
に
よ
る
今
春
の
交
代
で

は
、
職
種
に
よ
っ
て
は
後
任
を
選
べ
な
い
事
態
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
謂
わ
ば
人
材
不
足
の
状
態
で
、

会
員
の
増
強
が
急
務
で
す
。 

会
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

フ
ェ
ア
や
広
告
、
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、
今
年
も

様
々
な
手
法
を
工
夫
し
て
参
り
ま
す
が
、
加
え
て

会
員
の
皆
さ
ん
の
紹
介
に
よ
る
入
会
促
進
に
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
就
業
機
会
の
維
持
確
保
に
つ
い
て
も
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
が
不
可
欠
で
す
。
他
人

（
ひ
と
）
任
せ
で
成
果
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
昨
年
夏
に
就
業
開
拓
推
進
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
準
備
検
討
を
進
め
、
行
動
に
移
し
て
き
ま

し
た
。
秋
か
ら
昨
年
暮
れ
に
か
け
て
は
、
理
事
全 

 

員
が
分
担
を
し
て
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
企
業
、

病
院
、
幼
稚
園
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
早
々
に
は

広
く
全
会
員
に
呼
び
か
け
て
訪
問
協
力
員
を
募
集
し
、

次
な
る
展
開
を
図
り
ま
す
。
就
業
開
拓
に
は
会
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
意
識
を
も
っ
て
注
目
し
、
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。 

3
月
に
は
全
35
班
の
班
長
と
副
班
長
、
6
月
の
定

時
総
会
後
に
は
理
事
、
監
事
の
全
員
が
任
期
満
了
と
な

り
ま
す
。
改
選
に
当
た
り
会
員
全
員
が
、
皆
さ
ん
の
意

思
を
示
す
と
き
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
然
り
で
す
。
何
事
に
も
全
員

が
参
加
す
る
意
識
を
も
っ
て
、
こ
の
1
年
を
前
向
き

に
、
元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

  
 

新
年
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
28
年
９
月
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、
全
国
の

100
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
昨
年
よ
り
４
１
２
４
人
増
え
て

過
去
最
多
の
６
万
５
６
９
２
人
に
な
っ
た
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
46
年
連
続
の
増
加
で
、
医
療
の
進
歩
な
ど
が
要

公

益 

社
団
法
人 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

因
で
あ
り
今
後
も
増
加
が
続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
は
100
歳
の
記
念
に
、
こ
れ
ま
で
純
銀
製

の
銀
杯
（
約
７
６
０
０
円
）
を
贈
っ
て
き
ま
し
た
が
、

経
費
節
減
で
合
金
に
銀
メ
ッ
キ
を
施
し
た
も
の
（
約
３

８
０
０
円
）
に
変
え
ま
し
た
。
対
象
者
が
増
え
続
け
て

い
る
た
め
、
税
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
贈
呈
を
始
め
た
１
９
６
３
年
度

は
100
歳
以
上
の
方
は
153
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

西
東
京
市
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
100
歳
以
上

の
人
口
は
9
月
1
日
現
在
で
60
人
（
男
11
人
、
女

49
人
）
で
し
た
。
ち
な
み
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
最

高
齢
者
は
97
歳
の
女
性
で
、
こ
の
方
も
含
め
90
歳
以

上
の
会
員
は
６
人
で
し
た
。
こ
の
方
々
の
中
に
は
元
気

に
就
業
し
て
い
る
方
も
お
り
、
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
当
セ
ン
タ
ー
の

平
均
年
齢
も
毎
年
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

平
成
28
年
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
ア
ス
タ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
の
活
動
紹
介

フ
ェ
ア
や
理
事
等
に
よ
る
就
業
開
拓
活
動
（
企
業
訪

問
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果

が
す
ぐ
に
出
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

平
成
29
年
は
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
仕
事
を
通
じ
て
地
域
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

時
の
人
と
な
り
ま
し
た
。 

11
月
に
は
パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も

同
様
の
事
件
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
何

を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
平

和
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

本
年
に
目
を
向
け
る
と
、
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
投
票
年
齢
が
18
歳
以
上
に

な
り
ま
す
。
若
者
の
声
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
若
者
の
意
識

は
ど
う
か
、
投
票
率
は
ど
う
な
る
か
注
目
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。 

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
近
年
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
全
国
的
に
会
員
数
は
減
少
傾
向
で
、

事
業
実
績
も
停
滞
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー

も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
セ
ン
タ
ー
を
健
全
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
新
た
な
仕
事
を
開
拓
し
、
会
員
を
増
や
し
、

請
け
負
っ
た
仕
事
を
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
行
い
、
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
得
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
会
員
が
誇
り
を
持
っ
て
就
業
し
、

会
員
が
皆
仲
良
く
、
仕
事
を
通
じ
て
地
域
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

代

表

理

事 

会

長  

渡
邊 

康
生 

常

務

理

事 

事

務

局

長  

村
野 

啓
二 
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ね
ん
り
ん 

（ 

№ 

143 

号 

） 

代
表
理
事 

副

会

長 

柳
沢 

進 

 

就
業
期
間
及
び
就
業
年
齢

制
限
に
伴
う
交
代
要
員
の
公

募
人
数
が
別
表
の
通
り
145

名
確
定
し
ま
し
た
。 

 

一
方
こ
れ
に
対
す
る
応
募

可
能
会
員
は
、
制
限
該
当
会

員
145
名
、
10
月
末
現
在
の
未

就
業
会
員
323
名
、
市
報
等
ス

ポ
ッ
ト
就
業
会
員
141
名
、
更

に
11
月
・
12
月
の
新
入
会
員

を
加
え
る
と
合
計
約
640
名

と
な
り
ま
す
。 

 

応
募
可
能
会
員
に
対
し
て

は
、
本
紙
11
月
15
日
号
掲
載

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、

11
月
28
日
に
公
募
関
係
書

類
の
発
送
を
進
め
、
1
月
6

日
に
公
募
受
付
を
締
切
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
1
月
26
日

～
1
月
31
日
応
募
者
面
接
、

2
月
中
旬
交
代
要
員
決
定
、

3
月
研
修
を
経
て
4
月
1

日
か
ら
実
施
の
運
び
と
な
り

ま
す 

 
 
 

（
事
業
推
進
部
会
） 

「
就
業
制
限
」
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

   
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。平
成
28
年
6
月
17
日
、

定
時
総
会
後
臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
、
副
会
長
を
命

じ
ら
れ
早
く
も
7
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。 

 

会
員
の
皆
様
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
、
事
務
局
の

皆
様
に
は
ご
指
導
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
副
会
長
の
大
役
を
命
ぜ
ら
れ
身
を
引
き
締
め
て

任
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
理
事
、
監
事
、
事
務
局

の
方
と
共
に
基
本
3
ヵ
年
計
画
を
執
行
の
た
め
に

は
協
調
、
共
生
、
緊
密
な
連
携
プ
レ
ー
が
当
セ
ン
タ

ー
の
発
展
の
基
本
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（別表） 

職    種 公募人数 内       訳 

学校関係 64 名 施設管理 13、交通擁護 35、内外清掃 16 

福祉会館保安 3 新町、富士町、ひばりが丘 

公共施設清掃 9 福祉会館 2、市民集会所 2、地区会館 2 

高齢者施設 2、東伏見コミュニティーセンター 

広報掲示板 2 新町 1、柳沢 1 

公共施設トイレ清掃 9 保育園 8、地区会館 1 

公園維持管理 5 北部ブロック、東部ブロック、南東部ブロック 

美化、喫煙マナー指定 

地域清掃（ポイ捨て） 

5 東伏見駅、柳沢駅周辺 

公共施設管理 2 老人憩いの家（南町）、消費者センター（住吉町） 

放置自転車関係 26 各駅放置自転車 22、同保管所 4 

家具リサイクル 1 リサイクルセンター 

駐車場管理 5 佐々病院、新井駐車場、多摩六都館 

駐輪場管理 10 プレゴ、友輪（ひばりが丘）、ミカド（田無） 

アグナス（保谷）、アスタ（田無） 

運動場管理、清掃 1 芝久保 

マンション清掃 1 西原グリーンハイツ 

学校清掃（私立） 2 武蔵野大学（新町） 

合   計 145 名  
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        理 事 会 一 同 

    明るい笑顔の年に！ 

 

（役員写真）[別枠は白瀬（監事）] 

後列：佐藤、藤倉、大河原（監事）、平田、徳山、海老、山田 

中列：長谷川、平山、長尾、菊池、小松、石橋 

前列：堀、横内、簾内、渡邊、柳沢、村野    【敬称略】 

理
事
会
報
告 

 

  北東部・中部圏域の班 西部・南部圏域の班 

平
成
29
年
度
予
算
編
成
詰
め
へ 

委
員
会
・
部
会
か
ら
三
役
に
、
平
成
29
年
度
の
事
業
活
動
と
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
12
月
13
日
に
は
、
三
役
か
ら
各
委
員
会
の
委
員
長
・
部
会
長
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
で
は
、
こ
れ
ら
を
精
査
し
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
事
業
計
画
と
予
算
案
編
成
の
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
成
案
が
で
き
た
段
階
で
理
事
会
に
諮
ら
れ
、
決
定
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
す
。 

11
月
と
12
月
定
例
理
事
会
の
概
要
を
、
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

  

 

平
成
２８
年
１１
月
・
１２
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 

１１
月
２５
日 

１２
月
２１
日 

１
．
基
本
3
ヵ
年
計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い

て
、
各
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
項
目
ご
と
に
活

動
状
況
を
検
証
し
1
月
末
ま
で
に
取
り
ま

と
め
、
理
事
会
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
計
画

最
終
年
で
あ
る
29
年
度
へ
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

２
．
2
月
6
日
（
月
）
に
開
催
す
る
第
4
回

地
域
班
長
会
議
の
議
題
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。 

３
．
監
事
に
よ
る
中
間
監
査
が
昨
年
11
月
15

日
に
実
施
さ
れ
、
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

４
．
今
春
の
就
業
制
限
に
よ
る
交
代
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
12

月
14
日
・
15
日
の
交
代
職
種
説
明
会
に
は
、

102
名
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
交
代
要

員
の
公
募
は
1
月
6
日
に
締
め
切
り
ま
し

た
。 

５
．
12
月
7
日
、
市
報
等
配
布
者
研
修
会
が

セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
開
催
さ
れ
51
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

６
．
田
無
駅
踏
切
見
守
り
は
２８
年
4
回
目
と

な
る
12
月
1
日
～
7
日
の
実
施
を
以
て
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
延
150
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

７
．
東
京
し
ご
と
財
団
の
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導
が
、
12
月
2

日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
「
植
木
剪
定
」

と
「
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
」
を
現
地
で
巡
視
さ

れ
、
午
後
は
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
、
調

査
、
相
談
等
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

地 域 班 長 の 皆 さ ん  
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主
な
就
業
場
所 

・
保
育
園
の
駐
車
指
導 

 

（
１
件
民
間
） 

・
グ
ラ
ン
ド
開
放
に
伴
う
施
設
管
理 

（
１
件
公
共
） 

・
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
駐
車
場
等
の 

清
掃 

 
 
 
 
 
 

（
７
件
民
間
） 

・
個
人
宅
の
家
事
、
生
活
支
援 

（
５
件
民
間
） 

・
公
園
、
児
童
遊
園
の
指
定
管
理
者
制
度

移
行
に
伴
う
元
請
共
同
事
業
体
か
ら

の
受
注
対
応 

 
 
 
 
 
 

  

（
事
業
推
進
部
会
） 

     

２８
年
４
～
１１
月
ま
で
の
新
規
受
注

件
数
は
１５
件
、
受
注
金
額
は
年
当
た
り

４
２
８
万
５
千
円
で
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
顧
客
対

応
、
諸
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
活

動
フ
ェ
ア
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
等
に
よ

る
広
報
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

今
後
も
組
織
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
等
の

活
動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。 

１１
月
２５
日 

１２
月
２１
日 

 

平成 28年の歩み 
 

１月 会員新年会（シチズン時計食堂） 

２月 ２７年度第４回地域班長会議 

３月 新就業会員研修会 

    市民向け布ぞうり講習会（エコプラザ） 

４月 田無駅踏切ボランティア 

   地域合同パトロール 

５月 第１回地域班長会議 

   統一美化（ごみゼロ）運動 

６月 第６回定時総会（こもれびホール） 

   就業開拓推進チーム発足 

７月 活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

   ＡＥＤ講習会 

   田無駅踏切ボランティア 

８月 第２回地域班長会議 

   夏休みこども講習会（いちごのポーチ） 

９月 活動紹介パネル展（市防災センター） 

会員接遇研修会（保谷庁舎研修室） 

第５地域理事・監事研修会（アスタ市民ホール） 

田無駅踏切ボランティア 

統一美化（ごみゼロ）運動 

１０月 学童交通擁護就業会員交通安全講話 

    活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

    地域合同パトロール 

    市民向け講習会（毛糸ネックウォーマー） 

    第１６回市民文化祭参加（柳沢公民館） 

１１月 第３回地域班長会議 

    ＡＥＤ講習会 

    第１６回市民まつり参加（いこいの森公園） 

１２月 就業制限に伴う交代説明会 

    市報配布就業者研修会 

田無駅踏切ボランティア 

 

 

28
年
度
新
規
受
注
契
約 

（
４
月
～
１１
月
） 

 

第
１６
回
市
民
文
化
祭
に
参
加 

 

２８
年
１０
月
２９
日
～
３１
日
、
当
セ
ン
タ

ー
は
、
柳
沢
公
民
館
の
「
展
示
の
部
」
に

参
加
、
華
工
房
の
作
品
を
中
心
に
、
パ
ソ

コ
ン
、
習
字
、
華
道
の
各
種
教
室
の
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
小
さ
な
ポ
ー
チ
を
使
い
、

大
き
な
柿
の
木
を
描
い
た
華
工
房
一
同

の
作
品
に
は
多
く
の
来
場
者
が
足
を
止

め
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で

は
、
布
ぞ
う
り
の
講
習
、
パ
ソ
コ
ン
班
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
相
談
と
名
刺
作
成
、
広
報

部
会
の
写
真
パ
ネ
ル
に
よ
る
セ
ン
タ
ー

の
活
動
紹
介
等
も
行
い
ま
し
た
。 

  
パソコン相談 
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西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 

各
委
員
会
・部
会
の
活
動
紹
介
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
本
３
ヵ
年
計
画
の
執
行
管
理
で
は
、
第

３
回
地
域
班
長
会
議
で
８
部
署
よ
り
平
成

28
年
度
目
標
の
進
行
状
況
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
年
度
末
に
は
し
っ
か
り

検
証
し
、
平
成
29
年
度
の
目
標
を
策
定
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

目
標
達
成
の
た
め
会
員
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 （

堀 

康
隆
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総
務
部
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
一
年

半
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

総
務
部
会
の
役
割
は
、『
魅
力
あ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
実
現
』
を
ど
の
よ

う
に
他
の
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
く
か
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
『T

o
 b

e
 fra

n
k

』
な
雰
囲

気
を
ベ
ー
ス
に
、
①
会
員
の
増
強
②
会
員
の

就
業
機
会
拡
充
に
的
を
絞
っ
て
論
議
を
し

て
進
め
て
き
た
と
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。 

特
に
『
基
本
３
ヵ
年
計
画
』
に
つ
い
て
は

１
年
を
経
過
し
た
時
点
で
、
遂
行
状
況
を
検

証
し
、
平
成
28
年
度
以
降
の
目
標
を
設
定
し

た
こ
と
で
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
内
容
が
理

解
し
や
す
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

今
後
は
部
会
の
一
員
と
し
て
『
就
業
機
会

の
確
保
・
開
拓
』
を
ど
の
よ
う
に
携
わ
っ
て

行
く
べ
き
か
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。 

私
個
人
と
し
て
は
孫
子
の
『
五
徳
の
精

神
』
で
自
己
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

『
五
徳
の
精
神
』
と
は
、
信
・
智
・
仁
・

勇
・
厳
の
精
神
で
、
更
な
る
『
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
強
化
』
を
！ 

 
 
(

堤 

雄
一
郎) 

特 集 会
員
の
皆
様
は
、「
総
務
」
と
聞
い
て
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？ 

「
何
で
も
屋
」
「
雑
用
係
」
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
総
務
部
会
は
、
新
年

会
、
市
民
文
化
祭
、
市
民
ま
つ
り
、
新
入

会
員
に
携
わ
る
他
に
、
企
画
、
組
織
、
計

画
、
総
会
、
班
長
会
議
、
基
本
３
ヵ
年
計

画
の
策
定
と
検
証
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
重

要
な
事
業
運
営
に
関
す
る
こ
と
を
検
討
し

実
施
す
る
職
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
点
で
は
民
間
企
業
の
総
務
部
と
は

多
少
異
な
る
と
思
い
ま
す
。 

メ
ン
バ
ー
は
、
７
人
で
構
成
さ
れ
毎
月

職
務
に
追
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。 

部
会
の
重
要
課
題
は
、
会
員
の
増
強
で

す
。
活
動
紹
介
フ
ェ
ア
、
入
会
説
明
会
の

実
施
、
会
員
に
よ
る
会
員
の
紹
介
活
動
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

総 

務 

部 
会 

 

総
務
部
会
を
紹
介
し
ま
す 

総
務
部
会
に
携
わ
っ
て 

企 
画 

総 

務 

委 

員 

会 

総
務
部
会
、
広
報
部
会
、
研
修
部
会
が
あ

り
ま
す
。 

 

地域班長会議 

総務部会メンバー 

「
会
員
の
増
強
」「
就
業
機
会
の
確
保
」

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
永
年
の
テ

ー
マ
で
、
総
務
部
会
で
も
中
心
課
題
で
す
。 

毎
月
１
回
の
会
合
で
は
、
新
米
部
会
員

だ
か
ら
従
来
に
捉
わ
れ
な
い
発
言
が
で
き

る
と
勝
手
に
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

新
年
会
・
班
長
会
議
後
の
暑
気
払
い
の

会
場
設
営
・
後
片
付
け
、
市
民
文
化
祭
終

了
時
の
パ
ネ
ル
撤
収
作
業
な
ど
、
理
事
の

皆
さ
ん
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
毎
月
の
新
入
会
員
の
面
接
時
に

は
受
付
事
務
を
持
ち
回
り
で
担
当
、
市
民

ま
つ
り
で
の
パ
レ
ー
ド
参
加
な
ど
多
忙
な

活
動
に
追
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

（
小
沼 

武
雄
） 

新
米
、
総
務
部
会
員
の
仕
事 
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広
報
部
会
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
理
念
や

仕
組
み
を
会
員
や
市
民
に
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
入
会
促
進
と
受
注
拡
大
に
繋
げ
て

い
く
た
め
の
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

◇ 

広
報
紙
「シ
ル
バ
ー
西
東
京
」の
発
行 

会
員
及
び
関
係
機
関
等
に
配
布
し
、
事
業

活
動
等
の
情
報
を
提
供 

◇ 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
の
作
成
配
布 

掲
載
内
容
を
毎
回
見
直
し
、
市
内
全
戸
に

配
布
（
年
３
回
‥
７
月
・
10
月
・
２
月
） 

◇ 

活
動
紹
介
フ
ェ
ア
等
の
開
催 

① 

７
月
と
10
月
延
べ
７
日
間
、
田
無
ア 

ス
タ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
活
動
紹
介
フ
ェ 

ア
開
催
、
活
動
紹
介
写
真
展
示 

② 

９
月
１
か
月
間
、
市
防
災
セ
ン
タ
ー 

６
階
ロ
ビ
ー
で
活
動
紹
介
写
真
展
開
催 

③ 

10
月
３
日
間
、
柳
沢
公
民
館
で
の
市 

民
文
化
祭
に
参
加
し
活
動
紹
介
写
真
展
示 

◇ 

市
広
報
紙
等
へ
の
掲
載 

市
報
並
び
に
西
東
京
市
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
、
セ
ン

タ
ー
の
制
度
・
仕
組
み
や
活
動
紹
介
フ
ェ
ア

な
ど
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
随
時
掲
載 

◇ 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化 

広
報
紙
「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
を
田
無
・

保
谷
庁
舎
、
市
民
会
館
な
ど
公
共
施
設
34
か

所
に
布
置 

◇ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
セ
ン
タ
ー
事
業
周
知 

「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
を
掲
載
、
会
員
募

集
、
就
業
開
拓
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
掲
載 

こ
れ
か
ら
も
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
広
報

活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 （

佐
藤 

勝
司
） 

昨
年
７
月
、
会
員
の
増
強
と
受
注
拡
大

を
目
的
と
し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹

介
フ
ェ
ア
を
田
無
駅
前
ア
ス
タ
で
開
催

し
ま
し
た
。
広
報
部
会
が
パ
ネ
ル
作
成
の

依
頼
を
受
け
た
の
は
３
週
間
前
、
１
年
間

の
全
活
動
を
ど
う
展
示
し
た
ら
い
い
の

か
、
編
集
方
法
、
50
～
60
枚
の
写
真
選

び
、
材
料
の
購
入
と
ド
タ
バ
タ
劇
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
は
１
台
の
た
め
、
ま
ず
３
人

で
候
補
写
真
を
選
別
し
ま
し
た
が
、
就
業

５
年
制
限
で
就
業
者
が
代
わ
り
、
着
衣
が

こ
ん
に
ち
は
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
ち

ら
広
報
部
会
で
す
。 

何
か
を
宣
伝
す
る
よ
う
な
口
調
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
広
報
部

会
は
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝

達
し
、
西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
な
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

そ
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
が
『
シ
ル
バ
ー

ニ
ュ
ー
ス
』
で
す
。
年
間
６
回
の
発
行
で
、

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
部
会
員
が
会
員
の

皆
さ
ん
、
事
務
局
、
そ
の
他
よ
り
記
事
を

集
め
、
写
真
を
撮
り
、
会
員
の
就
業
先
を

黄
色
か
ら
ブ
ル
ー
に
変
わ
り
と
古
い
写

真
は
使
用
で
き
ず
、
不
足
分
は
部
会
員
が

手
分
け
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
１
週
間
前

に
全
員
で
台
紙
に
貼
付
作
業
、
そ
れ
に
簡

単
な
説
明
文
を
入
れ
完
成
し
た
の
は
開

催
日
の
３
日
前
で
し
た
。 

出
来
上
っ
た
パ
ネ
ル
を
見
て
、
賞
味
期

限
切
れ
の
写
真
が
な
か
っ
た
か
、
も
っ
と

色
々
な
就
業
先
を
紹
介
し
た
ほ
う
が
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
等
反
省
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。 

ア
ス
タ
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
市
民
文
化

祭
等
の
パ
ネ
ル
展
を
終
了
し
、
市
民
の
皆

様
が
当
セ
ン
タ
ー
を
少
し
で
も
ご
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

部
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
た

日
々
で
し
た
。 

 
 
 

（
古
屋
貞
子
） 

 

   

広 

報 

部 

会 
 

28
年
の
広
報
部
会
活
動
紹
介 

 

写
真
パ
ネ
ル
作
成 

ド
タ
バ
タ
劇 

 

広
報
紙
の
作
成
に
携
わ
っ
て 

 

訪
問
す
る
等
し
て
走
り
回
り
ま
す
。 

そ
の
後
紙
面
を
に
ら
み
な
が
ら
こ

の
記
事
は
こ
こ
、
あ
そ
こ
と
顔
を
よ
せ

あ
い
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら
広
報
紙
の

形
に
整
え
ま
す
。
こ
れ
が
「
編
集
作
業
」

で
す
。
そ
れ
を
原
稿
と
引
き
合
わ
せ
、

文
字
の
誤
り
や
不
備
を
調
べ
る
「
校
正

作
業
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
校
正
刷

り
、
そ
し
て
首
っ
引
き
の
「
二
次
校
正
」 

そ
れ
を
印
刷
に
回
し
、
完
成
品
を
35
班

及
び
関
係
先
に
配
布
す
る
た
め
の
「
仕

分
け
作
業
」
を
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

流
れ
で
各
班
長
の
手
に
よ
り
皆
さ
ん

の
手
元
に
届
き
ま
す
。
広
報
部
会
は
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
少
し
で
も
会
員
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
つ
よ
う
に
、
一
同
張

り
切
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

（
小
池 

宏
一
） 

活動紹介写真展示 

広報部会メンバー 
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研
修
部
会
は
男
性
６
名
、
女
性
１
名
で

定
期
的
に
新
入
会
員
説
明
会
（
中
旬
）、
新

入
会
員
研
修
会
（
上
旬
）、
研
修
部
会
（
中

旬
）
、
他
に
会
員
研
修
と
し
て
年
２
回
の
接

遇
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

新
年
度
か
ら
新
し
く
就
業
さ
れ
る
会
員

を
対
象
に
不
安
要
因
な
ど
を
払
拭
す
べ
く

情
報
の
提
供
と
指
導
を
す
る
新
就
業
会
員

研
修
を
年
度
末
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
各
職
群
集
合
研
修
・
・
・
・
市

報
等
配
布
者
と
自
転
車
関
係
者
の
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

28
年
度
実
施
し
た
研
修
で
会
員
接
遇

研
修
に
つ
い
て
は
別
名
お
も
て
な
し
研
修

と
し
て
、
研
修
部
会
員
が
講
師
と
な
り

「
我
々
高
齢
者
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、

目
く
ば
り
、
気
く
ば
り
、
思
い
や
り
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
た
お
も
て
な
し
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
熱
く
訴
え
、
参
加
者
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
副
会
長
か
ら
「
健
康
に
つ
い

て
」
、
安
全
管
理
委
員
長
か
ら
「
安
全
は
す

べ
て
に
優
先
す
る
」
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

（
菊
池 

佳
次
） 

 

 

昨
年
３
月
、
研
修
部
会
長
の
お
誘
い

に
、
１
年
間
で
よ
い
で
す
か
と
お
聞
き

し
て
、
大
丈
夫
と
の
事
で
引
き
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

紹
介
を
受
け
た
仕
事
を
き
ち
ん
と
務

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
班
会
議
、
総
会

に
出
席
し
て
い
れ
ば
良
い
と
行
動
し

て
い
ま
し
た
。 

新
入
会
員
研
修
会
に
出
席
す
る
う

ち
に
、
と
て
も
大
変
な
と
こ
ろ
へ
入
っ

て
し
ま
っ
た
な
と
今
さ
ら
な
が
ら
、
自

分
の
不
勉
強
が
身
に
し
み
ま
し
た
。 

今
後
と
も
努
力
を
重
ね
て
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
吉
本 

多
恵
子
） 

  

 
 

昨
年
の
９
月
６
日
と
13
日
に
開
催
し

た
「
会
員
接
遇
研
修
会
」
は
、
受
講
対

象
者
の
入
会
年
月
日
と
会
員
番
号
を
事

前
に
Ｓ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
、
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
応
募

人
数
の
少
な
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

班
長
さ
ん
方
の
ご
協
力
で
参
加
人
員
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
Ｓ

Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
な
い
の
か
、
無

関
心
な
の
か
気
が
か
り
で
す
。 

 

私
の
入
会
当
時
は
「
会
員
接
遇
研
修

会
」
を
会
員
は
必
ず
受
講
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
半
強
制
的
な
雰
囲
気

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
皆
様
の
主
体

性
が
重
ん
じ
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
接
遇
に
関
し
て
は
、
入
会
研
修

会
で
概
要
は
触
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

就
業
を
さ
れ
、
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
て
改
め
て
講
義
を
受
け
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
会
員

接
遇
研
修
会
」
は
私
た
ち
部
会
ば
か
り

研
修
部
会
の
活
動
紹
介 

研 

修 

部 

会 
 

研
修
部
会
員
に
な
っ
て 

接
遇
研
修
会
の
大
切
さ 

研修部会メンバー 

会員接遇研修会 

新入会員研修会 

で
な
く
、
Ｓ
Ｃ
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 

 

本
年
も
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
藤
倉 

厚
生
） 

オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

会員接遇研修会 
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当
部
会
は
平
成
25
年
10
月
の
組
織
改
編

で
「
事
業
開
拓
部
会
」
と
「
就
業
対
策
部
会
」

を
統
合
し
事
業
推
進
委
員
会
の
下
部
組
織

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
７
名
の
メ
ン

バ
ー
で
運
営
さ
れ
、
８
月
を
除
き
毎
月
定
例

会
議
を
開
催
し
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

部
会
運
営
要
綱
に
規
定
さ
れ
て
い
る
所

掌
事
項
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

一
、
就
業
の
開
拓 

・
新
規
の
仕
事
の
開
拓 

 

・
現
在
の
仕
事
の
量
的
拡
大 

 

・
自
主
事
業
（
独
自
事
業
）
の
創
出 

二
、
就
業
対
策
、
就
業
の
推
進 

 

・
適
正
就
業
の
推
進 

 

・
受
注
体
制
の
確
立 

 

・
就
業
の
相
談 

 

 

こ
れ
ら
の
規
定
を
前
提
と
し
た
部
会
活

動
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
予
算
編
成
段
階

事 

業 
推 
進 

部 

会 
 

事
業
推
進
部
会
の
活
動
紹
介 

事 

業 

推 

進 

委 

員 

会 
事
業
推
進
部
会
、
女
性
部
会
が
あ
り
ま

す
。 

 

で
、
年
間
の
活
動
計
画
及
び
課
題
解
決
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
部
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

平
成
28
年
の
主
な
活
動
実
績 

① 

28
年
４
月
就
業
及
び
29
年
４
月
就

業
の
制
限
交
代
要
員
の
公
募
、
選
考
並
び

に
関
連
就
業
規
約
の
一
部
改
正
等
の
諸
活

動
（
１
～
３
月
及
び
10
月
～
12
月
） 

② 

就
業
斡
旋
シ
ス
テ
ム
（
就
業
面
接
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
の
見
直
し
と
改
善
（
10
～
11

月
）
同
シ
ス
テ
ム
の
地
域
班
長
会
議
で
の

説
明
（
８
月
及
び
11
月
） 

③ 

公
園
、
児
童
遊
園
維
持
管
理
の
一
部

指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
伴
う
就
業
グ
ル

ー
プ
の
見
直
し
と
受
注
体
制
の
確
立
（
３

～
４
月
） 

④ 

植
木
班
の
繁
忙
期
に
お
け
る
受
注
体

策
の
検
討
（
５
月
） 

⑤ 

自
転
車
関
連
（
放
置
自
転
車
・
保
管

所
・
駐
輪
場
）
リ
ー
ダ
ー
会
議
開
催
（
９

月
） 

⑥ 

仕
事
別
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
位
置

付
け
及
び
活
動
費
（
連
絡
通
信
費
）
の
支

給
基
準
の
検
討
（
２
月
～
） 

 

⑦ 

就
業
相
談
会
の
実
施
（
４
～
11
月
）

等
々
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
肝
心
の
当
事
業

推
進
部
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
営
業
活
動

事業推進部会メンバー 

 

平
成
27
年
６
月
に
事
業
推
進
部
会
委

員
の
委
嘱
を
受
け
、
早
や
１
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。 

事
業
推
進
部
会
は
毎
月
１
回
定
例
会

議
を
開
催
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
メ
ン

バ
ー
が
就
業
で
き
る
よ
う
に
知
恵
を
絞

り
つ
つ
討
議
し
て
お
り
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
で
あ
る
が
故
の
制
限
と
年

齢
の
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
会
員
の

皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
い
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。 

先
輩
部
会
員
の
意
見
を
拝
聴
し
つ
つ
、

就
業
の
場
と
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
に
は

何
が
必
要
か
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
最
も

重
要
な
の
は
、
私
も
含
め
会
員
一
人
ひ
と

り
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
、
向
上
心
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
島
村 

則
行
） 

新
米
委
員
の
思
い 

（
顧
客
訪
問
）
は
体
制
的
に
不
可
能
に
近

く
、
28
年
６
月
に
立
ち
上
げ
た
「
就
業

開
拓
推
進
チ
ー
ム
」
を
中
心
と
し
た
営
業

活
動
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
簾
内 

正
一
） 

交代職種説明会 
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昨
年
９
月
に
約
50
年
を
隔
て
高
校

の
ラ
ス
会
を
し
ま
し
た
。
65
歳
を
過

ぎ
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
級
友
達
が

集
ま
り
計
画
を
立
て
、
土
曜
日
の
お
昼

か
ら
夜
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。
学
生
時

代
の
友
は
会
っ
た
と
た
ん
は
戸
惑
っ

て
も
、
す
ぐ
昔
に
戻
り
ま
す
。
担
任
の

先
生
に
叱
ら
れ
た
事
や
修
学
旅
行
で

徹
夜
し
て
翌
日
の
バ
ス
の
中
で
寝
た

事
等
々
…
。 

 

今
年
も
ク
ラ
ス
会
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
程
々
の
元
気
で

今
年
も
よ
ろ
し
く
、
そ
し
て
ず
っ
と
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
願
い
を
込
め

て
…
。 

    

テ
レ
ビ
は
い
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
見

て
い
ま
す
が
、
実
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
投
法
と
い
う
も
の

に
凄
く
魅
力
を
感
じ
、
絶
対
覚
え
て
や

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
毎
日

の
よ
う
に
特
訓
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
な

い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。
投
げ
て
納
得

で
き
る
迄
に
は
５
年
位
は
か
か
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
幾
ら
辛
い
事
が
あ
っ
て
も
、

諦
め
ず
に
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
に
よ
り

成
功
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

  

テ
レ
ビ
は
い
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り

見
て
い
ま
す
が
、
実
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
投
法
と
い
う
も
の

に
凄
く
魅
力
を
感
じ
、
絶
対
覚
え
て
や

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
毎
日

の
よ
う
に
特
訓
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
な

い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。
投
げ
て
納
得

で
き
る
迄
に
は
５
年
位
は
か
か
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
幾
ら
辛
い
事
が
あ
っ
て
も
、

諦
め
ず
に
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
に
よ
り

成
功
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

 

女
性
部
会
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

１
、
リ
フ
ォ
ー
ム
部 

①
洋
服
の
寸
法
直
し
、
修
理 

②
着
物
か
ら
の
洋
服
仕
立
て 

③
学
校
の
袋
物
（
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
、

上
履
き
入
れ
、
コ
ッ
プ
入
れ
）
等 

④
和
裁
の
寸
法
直
し
、
仕
立
て 

２
、
華
工
房 

①
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
で
販
売
す

る
た
め
古
い
着
物
、
古
布
地
等
か
ら

の
袋
物
作
り 

②
編
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等 

③
市
民
向
け
の
講
習
会
（
布
ぞ
う
り
、

編
物
等
） 

３
、
家
事
援
助 

①
室
内
清
掃
、
浴
槽
、
ト
イ
レ
、
植
木

の
水
や
り
、
草
む
し
り 

４
、
生
活
支
援 

①
外
の
窓
ガ
ラ
ス
、
網
戸
の
清
掃
、
家

具
の
移
動 

②
リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト 

③
粗
大
ご
み
搬
出 

④
水
ま
わ
り 

⑤
水
道
の
パ
ッ
キ
ン
グ
交
換 

（
横
内 

京
子
） 

 

華
工
房
は
毎
週
土
曜
日
に
西
原
作
業

所
で
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
10
月
よ
り
東
分
庁
舎
の
部
屋
に
移
動

し
ま
し
た
。 

 

毎
年
３
月
に
市
民
を
対
象
に
布
ぞ
う

り
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
募
集

人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。 

 

布
ぞ
う
り
は
昔
お
米
の
収
穫
後
、
稲
を

干
し
黄
金
色
に
な
っ
た
ワ
ラ
を
叩
い
て

編
み
、
外
で
履
く
も
の
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
ワ
ラ
は
手
に
入
り
に
く
く
、
そ

こ
で
古
布
や
古
い
浴
衣
を
使
っ
て
編
ん

で
い
ま
す
。
と
て
も
履
き
心
地
が
よ
く
、

足
指
全
体
の
刺
激
に
も
な
り
健
康
に
も

良
い
と
思
い
ま
す
。 

女 

性 

部 

会 
 

女
性
部
会
の
活
動
紹
介 

華
工
房
に
携
わ
っ
て
思
う 

女性部会メンバー

 

布ぞうり講習会 

 

ま
た
、
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ち
な
み
に
浴
衣
１
枚
で
布
ぞ
う
り

２
足
で
き
ま
す
。 

 

今
年
も
３
月
に
開
催
し
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。 

 

（
藤
井 

郁
子
） 

 

文化祭出展作品３

 

文化祭出展作品２

 

文化祭出展作品１
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日
頃
、
会
員
の
皆
様
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
28
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

田
無
駅
東
側
踏
切
見
守
り
４
回
、
市
主
催

の
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ご
み
ゼ
ロ

運
動
）
２
回
、
地
域
合
同
（
防
犯
）
パ
ト

ロ
ー
ル
２
回
と
計
８
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。（
詳
細
は
別
表
の
通
り
） 

当
セ
ン
タ
ー
も
、
平
成
23
年
度
に
公
益

社
団
法
人
に
移
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
よ
り
重
要
な
位
置
付
け
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
市
民
か
ら
も
大
変
評
価
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。 

平
成
29
年
も
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
柳
沢 

進
） 

（別表） 平成 28 年ボランティア活動報告（1 月～12 月） 

踏切見守り 

ボランティア 

行  事 期 間 参加者 延人員 

全国春の交通安全運動 4 月 6 日～15 日 48 

150 

田無警察夏の交通安全運動 7 月 4 日～ 8 日 30 

全国秋の交通安全運動 9 月 21 日～30 日 42 

TOKYO交通安全運動 

キャンペーン 
12 月 1 日～ 7 日 30 

 

地域合同 

パトロール 

会  場 月  日 参加者 延人員 

あらやしき公園 4 月 29 日 午前 54 
102 

田無庁舎市民広場 10 月 17 日 午後 48 

 

統一美化 

キャンペーン 

主  催 月    日 参加者 延人員 

西東京市 5 月 28 日 午前 473 
936 

高齢者クラブ 9 月 24 日 午前 463 

 

 

 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
活
動
紹
介 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
と
し
て 

春
秋
年
２
回
の
地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
ゼ

ロ
運
動
、
年
４
回
の
田
無
駅
踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

黄
色
い
ベ
ス
ト
を
着
て
、
一
人
で
は
恥
ず
か
し
い

気
も
し
ま
す
が
皆
で
着
れ
ば
か
え
っ
て
気
持
ち
も

の
っ
て
き
ま
す
。
時
折
か
け
て
く
だ
さ
る
「
ご
苦
労

さ
ま
」
と
か
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉
も
う

れ
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
い
て
、

終
わ
っ
た
後
に
は
さ
わ
や
か
な
充
足
感
が
感
じ
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
も
足
腰
を
鍛
え
て
参
加
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

（
森
本 

敏
男
） 

地域合同パトロール出発式 

ボランティア委員会メンバー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会 
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は
じ
め
に 

昨
年
暮
れ
、
某
テ
レ
ビ
で 

① 

過
去
１
年
以
内
に
転
倒
し
た
こ
と
が
あ

る ② 

歩
く
速
度
が
遅
く
な
っ
た
と
思
う 

③ 

杖
を
使
用
、
使
用
し
た
い
と
思
う 

④ 

背
中
が
丸
く
な
っ
て
き
た 

⑤ 

毎
日
薬
を
５
種
類
以
上
服
用
し
て
い
る 

 

に
該
当
す
る
高
齢
者
は
転
倒
し
て
け
が

を
す
る
確
率
が
高
い
と
の
こ
と
。 

当
Ｓ
Ｃ
28
年
度
上
半
期
の
傷
害
事
故
は

６
件
発
生
、
そ
の
う
ち
５
件
は
つ
ま
ず
き
転

倒
が
原
因
で
す
。 

ま
さ
に
転
倒
予
防
は
高
齢
者
喫
緊
の
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

一
、
安
全
管
理
委
員
会
は
「
安
全
は
す
べ
て

に
優
先
す
る
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
就

労
会
員
の
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
掲
げ

今
年
も
引
き
続
き
諸
施
策
を
計
画
推
進

し
て
参
り
ま
す
。 

⑴ 

安
全
就
業
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て 

広
く
会
員
が
参
画
す
る
研
修
会
、
講
習

会
、
安
全
就
業
月
間
を
設
定
し
安
全
就
業

の
高
揚
を
図
る 

⑵
安
全
就
業
規
程
な
ど
の
順
守
、
励
行

に
つ
い
て 

各
業
種
へ
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
て
、
危
険
就
業
の
是
正
、
作
業

用
具
の
点
検
・
交
換
な
ど
を
行
い
適
正

な
就
業
を
促
進
す
る
。 

⑶
就
業
事
故
の
防
止
に
つ
い
て 

◎
交
通
事
故
防
止
ビ
デ
オ
の
上
映 

◎
転
倒
防
止
や
自
転
車
事
故
防
止

の
チ
ラ
シ
作
成
配
布 

◎
安
全
コ
ラ
ム
を
「
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ 

ー
ス
」
に
随
時
掲
載 

な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
事
故
防
止
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
会
員
へ
の
周
知
を
図
る 

 二
、
つ
ま
ず
き
転
倒
防
止
の
お
願
い 

都
内
の
シ
ル
バ
ー
傷
害
事
故
は
毎

日
２
件
の
割
合
で
発
生
し
、
そ
の
大
半

は
つ
ま
ず
き
転
倒
の
自
損
事
故
で
す
。

自
分
は
大
丈
夫
の
過
信
は
禁
物
、
明
日

は
我
が
身
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
ず
は

自
分
で
出
来
る
こ
と
「
足
腰
の
筋
力
低

下
を
防
ぎ
、
体
感
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す

る
こ
と
」
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
片
足
立
ち
、
就
業

前
の
短
時
間
準
備
運
動
の
実
施
等
を

し
て
、
運
動
不
足
の
解
消
に
努
め
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
ぜ
ひ
実
行
し
て
予
防

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

安
全
管
理
委
員
会 

 
今
年
も
無
事
故 

元
気
が
一
番 

お
わ
り
に 

今
年
も
み
な
さ
ん
が
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

怪
我
な
く
就
労
な
さ
れ
ま
す
こ
と
を
委

員
会
一
同
祈
念
し
ま
す
。 

そ
し
て
「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
を
西
東
京
Ｓ
Ｃ
現
役
会
員
と
し

て
活
躍
し
な
が
ら
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

お
互
い
に
夢
を
抱
き
頑
張
っ
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
小
松 

啓
） 

  

私
の
今
年
の
目
標 

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
力
の
衰
え

に
気
を
付
け
病
気
お
よ
び
怪
我
に
、
特

に
転
倒
に
注
意
し
て
、
仕
事
に
就
く
前

に
準
備
体
操
を
し
、
身
体
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
仕
事
に
つ
く
よ
う
目
標
を
立
て
、

１
年
間
全
員
が
無
事
終
わ
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

（
風
見 

浅
男
） 

【
安 

全 

標 

語
】 

（
転
倒
予
防
） 

マ
イ
ペ
ー
ス 

い
つ
で
も
止
ま
れ
る 

ス
ピ
ー
ド
で      

（
杉
山 

輝
雄
） 

足
と
腰 

き
た
え
て
お
こ
う 

転
倒
に                

（
加
藤 

友
之
） 

急
ぎ
足 

い
ら
だ
つ
こ
こ
ろ
が 

事
故
を
よ
ぶ          

（
重
澤 

正
晴
） 

 

 

 

就業前の準備運動 

安全管理委員会メンバー 
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「見せる学童交通擁護」のススメ 

○「雨の日も、風の日も、暑い日も、寒い日も見守っ

てくれてありがとう」 

○「最後のひとりまで待っていてくれてありがとう」 

○「学校が代わっても交通擁護をするときは、その学

校の安全を守って元気でがんばってください」‥‥

等々 

一昨年４月、本町小学校から向台小学校へ配置替え

の際、教職員諸先生方及び学童交通擁護員先輩達から

の「寄せ書き」とともに新４年生からの「お別れ文集」

に書かれていた、心のこもった文集の代表三篇です。 

私は、本町小学校交通擁護の仕事は、５ケ月間しか

できませんでしたが、４２名の児童からの文集を感激

しながら何回も何回も読み返しました。そして、本町

小学校での貴重な体験を、向台小学校に代わっても「交

通擁護」の仕事に生かし、より一層努力精進し、学校

関係者、児童、地域住民から信頼される「学童交通擁

護員」を目標に頑張ろうと登下校時の児童の交通安

全・事故防止に取り組んでおります。 

「学童交通擁護員」の制度は、昭和３４年に東京都

が通学する児童を交通事故から守るため、愛称「緑の

おばさん」として、小学校の児童の通学における安全

確保に当たる都職員が、最初であるとされ、全国に広

まりました。その後６１年に高齢者雇用安定法の法制

化に伴い、各都道府県市区町村に、「シルバー人材セン

ター」が設置され、各自治体は、同センターに「交通

擁護員の委託」を求め運用されているのが現況です。 

向台小学校では、児童の通学路は３コースのため指

定配置交差点は２か所です。私の担当している交差点

は、向台中央通りと向南中央通りの交わる信号機がな

い三差路です。登校時は、スクールゾーン規制中にも

かかわらず通行許可書を掲出していない違反車両とさ

らに通勤通学の自転車も多く、これらの交通整理をせ

ざるを得ない状況です。整然と「黄色の『横断中』の

旗」を差し出し、旗振りをして登校時には「横断歩道

を渡ろう」と誘導し、「お早う」「行ってらっしゃい」

下校時には「お帰り」「さようなら」等の挨拶・声掛け

を行い「出会い・ふれあい・つながり」を大切にして

責任時間帯を陰日向なく「児童の命」にかかわる自動

車等から通学路の交通安全・事故防止のために、学童

の明るい笑顔に喜びを感じながら交通擁護員を継続就

業中です。アポはいりません、どうぞ遠慮なく見に来

ていただきご批評ください。 

（柳沢２班 小原純雄） 

 

【職場紹介】学童交通擁護 
 

市
民
ま
つ
り 

パ
レ
ー
ド
・
女
性
部
会
ブ
ー
ス
等
で
参
加 

 

昨
年
11
月
12
日
・
13
日
に
行
わ

れ
た
「
西
東
京
市
民
ま
つ
り
」
は
、

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
か
ら
約
150
名
の
会
員
が
、
こ

の
ま
つ
り
の
運
営
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 

出
店
ブ
ー
ス
（
テ
ン
ト
2
張
り
）

で
は
、
女
性
部
会
の
手
作
り
作
品
販

売
と
入
会
相
談
会
が
行
わ
れ
、
会
場

当センターのパレード 

周
辺
で
は
駐
輪
場
の
案
内
整

理
、
道
路
交
通
の
安
全
整
理
、

ご
み
の
分
別
な
ど
に
会
員
が
活

躍
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
は
30
名

の
会
員
が
参
加
し
、
隊
列
ご
と

に
揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

て
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
か
ら
会
場

の
い
こ
い
の
森
公
園
ま
で
行
進

し
ま
し
た
。 

 

 

 
市民まつりパレード 

学童交通擁護 
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―
あ
た
り
ま
え
の
美
し
さ
― 

  

そ
の
昔
「
あ
た
り
ま
え
事
」
が
今
は
あ
ま
り
見
う
け

ら
れ
ず
、
昔
の
「
あ
た
り
ま
え
」
に
感
謝
、
感
激
！ 

 

学
生
時
代
、
登
山
等
で
多
く
利
用
し
た
想
い
出
の
JR

中
央
線
で
久
し
ぶ
り
に
諏
訪
に
出
向
き
ま
し
た
。
車
中

で
は
近
く
に
は
大
菩
薩
、
奥
秩
父
、
八
ヶ
岳
連
峰
、
遠

く
に
は
、
北
、
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
我
が
青
春
の
思

い
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
諏
訪
温
泉
一
泊
、
星
空
の
素

晴
ら
し
い
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日
、
御
柱
で
有
名
な
下

諏
訪
大
社
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

観
光
客
が
お
り
ま
し
た
が
気
に
な
る
事
が
あ
り
ま
し

た
。
い
い
年
配
の
方
が
御
社
に
参
拝
さ
れ
る
時
、
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
で
の
方
が
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

又
、
参
道
に
お
い
て
神
の
道
、
参
拝
者
の
道
が
あ
る
事

を
教
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
が
名
門
神
社
の
誇
り
で
す
。
そ
れ
が
出
来
な
い
方

に
は
参
拝
を
拒
否
す
る
ぐ
ら
い
の
…
…
多
少
オ
ー
バ
ー

か
な
？ 
そ
ん
な
気
持
ち
の
ま
ま
下
諏
訪
駅
へ
向
か
っ

て
い
ま
し
た
。
す
る
と
反
対
側
の
歩
道
の
中
学
生
ら
し

き
5
、
6
人
が
帽
子
を
ぬ
い
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
瞬
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
又
、
し

ば
ら
く
行
く
と
生
徒
と
先
生
と
お
ぼ
し
き
方
が
同
じ
こ

と
が
あ
り
、
参
拝
時
の
い
や
な
気
持
ち
が
飛
ん
で
し
ま

い
、
と
て
も
と
て
も
さ
わ
や
か
な
気
分
に
な
り
楽
し
い

旅
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
！ 

田
無
町
1
班 
井
上
将
人 

   

 

お
し
ゃ
れ
を
し
よ
う 

 
 

ボ
ケ
防
止
の
ひ
と
つ
に
「
お
し
ゃ
れ
を
し
よ
う
」

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
お
し
ゃ
れ
を
す
る
の
は
、
外

に
出
る
、
人
に
会
う
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。
外
に
出

れ
ば
歩
き
、
人
に
会
え
ば
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
身

体
を
動
か
し
、
脳
を
刺
激
さ
せ
非
常
に
健
康
的
で
あ

る
。 

 

故
三
国
連
太
郎
氏
の
言
に
よ
る
と
「
俳
優
が
若
く

見
ら
れ
る
の
は
、
い
つ
も
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意

識
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
。
お
し
ゃ
れ
な
身
づ
く

ろ
い
で
、
颯
爽
と
歩
く
か
ら
若
く
見
え
る
の
だ
そ
う

で
あ
る
。
お
し
ゃ
れ
を
す
る
の
は
、
何
も
流
行
に
走

る
こ
と
で
は
な
く
、
華
美
な
衣
服
を
ま
と
う
こ
と
で

は
な
く
、
清
潔
で
活
動
的
な
も
の
を
身
に
ま
と
え
ば

よ
い
の
で
あ
る
。 

 

歳
と
と
も
に
黒
っ
ぽ
い
衣
服
を
着
る
人
（
特
に
男

性
）
が
多
い
が
夜
道
で
は
危
険
で
あ
る
。
も
っ
と
明

る
い
衣
服
を
着
る
よ
う
に
心
が
け
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。 

 

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は
人
と
接
す
る
機
会
が
多
い

「
お
し
ゃ
れ
」
を
し
、「
人
に
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
意
識
を
も
っ
と
持
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。  

 
 
 
 
 
 

田
無
町
2
班 

 

河
村 

譲 

 

 

 

声 

（ 

こ 

え 

） 
 

   

西
東
京
消
防
署
の
指
導
員
に
よ
る
28
年
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
会
を
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
7
月
25
日
・

27
日
、
11
月
7
日
・
9
日
の
4
回
、
47
名
の
会
員
が

参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
救
命
講
習
を
熱
心
に
受
講
し

て
い
ま
し
た
。 

 

  
 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
実
施 
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会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

八
〇
七
名 

女 

性 
 
 
 

四
一
八
名 

合 

計 
 

一
、
二
二
五
名 

（
12
月
21
日
現
在
） 

事 業 実 施 状 況 

平成２８年 

10 月分 

受託
件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
 （％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 51  24,726,778 55.3 93.1 男 74.7 

民間事業等 550  19,977,157 44.7 97.8 女 70.8 

合 計 601 886 44,703,935 100.0 95.1 計 73.3 

平成２８年 

11 月分 

受託
件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
 （％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 51  25,285,477 53.1 98.7 男 72.6 

民間事業等 527  22,334,640 46.9 99.1 女 72.0 

合 計 578 883 47,620,117 100.0 98.9 計 72.4 

 

 
 

サ
ー
ク
ル
掲
示
板 

歩
く
会 

第
121
回 

2
月
4
日
（
土
） 

 

若
手
文
士
が
集
ま
っ
た
阿
佐
ヶ
谷
・
荻 

窪
界
隈
を
歩
く 

 

武
蔵
境
駅 

中
央
改
札
口
付
近  

出
発
時
間 

9
時 

第
122
回 

3
月
4
日
（
土
） 

 

江
戸
の
リ
ゾ
ー
ト
地 

江
の
島
め
ぐ
り 

 

西
武
新
宿
線 

田
無
駅
改
札
口
付
近  

出
発
時
間 

8
時 

※ 

問
合
せ
は 

４
６
６-

３
７
３
７ 

大
沢
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

  

カ
ラ
オ
ケ
Ｓ
Ｋ
Ａ
（
お
あ
し
す
） 

 
 

＊
入
会
希
望
者
は 

４
６
１-

３
９
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
松
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

  

碁
遊
会
（
ル
ピ
ナ
ス
） 

 
 
 

毎
週
火
曜
日
９
時
～
１２
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
４
は
休
み
） 

 
 
 

１
月
１７
・
３１
日 

 
 
 

２
月
７
・
１４
・
２１
日 

 
 
 

３
月
７
・
１４
日 

※ 

問
合
せ
は 

０
８
０-

８
８
６
８-

３
９
２
１ 

佐
藤
会
長
ま
で 

 

配分金の振込日は 

 １月就業分は２月１６日（月） 

 ２月就業分は３月１６日（月）です 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

 
昨
年
4
回
目
と
な
る
踏
切
見
守
り
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
中
の
12
月
1
日
か
ら
7
日
の
平

日
5
日
間
、
30
名
の
会
員
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
引
継
ぎ
場
所
の
田
無
駅

交
番
前
で
渡
邊
会
長
、
柳
沢
委
員
長
が
活

動
さ
れ
る
会
員
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。 

 

一
、
元
旦
に 

熟
れ
し
柿
の 

か
げ
残
す 

連
理
の
枝
の 

月
日
か
な 

 

一
、
単
座
し
て 

己
と
向
き
合
い 

無
事
、
祈
る 

喜
怒
哀
楽
、
一
年
を 

初
日
（
し
ょ
に
ち
）

の
朝
に 

 
一
、
蔦
紅
葉
の
前
に 

あ
な
た
の
立
ち
姿 

お
さ
え
た
華
は 

も
み
じ
の
彩
（
い
ろ
）

も 

う
す
れ
て
舞
い
散
る 

 

（
南
町 
平
山 

紀
美
子
） 

五 

行 

歌 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

 

１２
月
就
業
分 

 

1
月
16
日
（
月
） 

 

１ 

月
就
業
分 

 

2
月
15
日
（
水
） 

 

２ 

月
就
業
分 

 

3
月
15
日
（
水
） 

 

 

 

踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

東京マラソンのボランティア募集 

日時 ： ２９年２月２６日（日） 

場所 ： 未定 

内容 ： ごみの分別廃棄 

        観客整理ほか 

締切日：２９年１月２５日（水） 

活動を希望される方は 

事務局までご連絡ください 

冬の週間初日、１０時の開始前の関係者 

 

第４回地域班長会議の開催 

日時：平成29年2月6日（月）14～16時 

場所：センター事業運営室 

詳細は、追ってご案内します 
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   写真 左より 

後列： 
林田主任、井砂主任、鈴木さん、本橋主事 

前列：山田次長、村野局長、下田次長 

事 

務 

局 

一 

同 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

                             
 

            
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

みんなのパソコン教室 

＊無料体験講座＊ 
これからパソコンを始めてみようと考えている方向けの

体験講座です。 

一度パソコンを使用してみませんか。シルバー会員の講

師が「やさしく、ゆっくり、親切」そして「楽しく」手

ほどきします。 

対象者 初めてパソコンをさわる方 

    パソコン教室の雰囲気を見たい方 

内容  マウス操作 

    入力方法の手ほどき 

    インターネット体験 

開催日 2 月 2 日午後 13 時 00 分～16 時 

    3 月 2 日午後 13 時 00 分～16 時 

場所  シルバー人材センター東伏見教室 

東伏見 6-1-36（東伏見小学校西門入る） 

受講料 無料 

問合せ先 西東京市シルバー人材センター 

        ☎０４２－４２５－６６１１ 

申込みは往復ハガキに、講座名（無料体験講座）、開催日、

住所、氏名、電話番号を記入し、下記まで。 

■宛先 〒202-0021 西東京市東伏見 6-1-36 

西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 

編
集
後
記 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

丸
山
浩
一
名
誉
会
長
は
じ
め
、
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
執
筆
い
た
だ
き
新

年
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
特
集
は
、
委
員
会
・
部
会
の
活

動
紹
介
を
掲
載
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

重
点
課
題
で
あ
る
会
員
増
強
と
就
業
開
拓

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
活
動
で
は
、
ど
の

会
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
お
力
が
必

要
で
す
。全
員
が
力
を
合
わ
せ
、飛
翔
の
1

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。 （

広
報
部
会
）  

 

行  事 開 催 日 

定例理事会 １月２５日（水）、２月２４日（金） 

交代要員面接 １月２６日（木）～３１日（火） 

第４回班長会議 ２月６日（月） 

入会説明会 ２月１３日（月）、３月１３日（月） 

布ぞうり講習会 ３月１１日（土）・１８日（土） 

就業相談会 ３月２７日（月）[１・２月休み] 

会員接遇研

修会 
２月中に開催 

 

当面の行事予定表  

 

入会説明会 
 

  2 月 13 日（月）13 時 30 分から 

  3 月 13 日（月）13 時 30 分から 

 シルバー人材センター会議室で開催 

※ 予約制 
 

 お知り合いの方にどうぞお薦めくだ

さい。 

会員増を現会員共通課題として取り

組みましょう。 

 

布
ぞ
う
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
！ 

参
加
ご
希
望
の
方
へ 

 

期
日 

３
月
11
日
（
土
）・
18
日
（
土
） 

午
前
10
時
～
午
後
4
時 

場
所 

エ
コ
プ
ラ
ザ
西
東
京 

多
目
的
ス
ペ
ー
ス 

材
料 

木
綿
地
（
ゆ
か
た
、
布
団
布
、

シ
ー
ツ
）
等 

 

 

ゆ
か
た
で
す
と
、
ほ
ど
い
て
１
枚
で

２
足
出
来
ま
す 

持
ち
物 

洋
裁
道
具
（
針
・
木
綿
糸
・

は
さ
み
・
洗
濯
バ
サ
ミ
４
～
５
個
・
も

の
さ
し
30
㎝
・
目
玉
ク
リ
ッ
プ
2
～
3

個
・
ゴ
ム
通
し
・
目
打
ち
） 

 

お
弁
当
、
飲
み
物
は
、
各
自
持
参 

申
込
方
法
、
定
員
等
は
、
2
月
1
日
発

行
の
西
東
京
市
広
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
女
性
部
会
） 

 

 


